
安全にお使いいただくために

このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正
しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害
や財産への損害を未然に防止するために絵表示が
使われています。
その表示と意味は次のとおりです。内容をよく理
解してから本文をお読みください。
修理受付窓口への連絡方法は、 別紙  『サポート・
サービスのご案内』をご覧ください。

警 告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

注 意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が傷害を負う可能性が想定される内容および
物的損害のみの発生が想定される内容を示して
います。

⿟⿟ 障害や事故の発生を防止するための禁止/
指示事項の内容を表しています。

製品の取り扱いにおいて、してはいけ
ない行為（禁止行為）を示しています。

必ず行う事項（指示、行為）を示して
います。

電源プラグをコンセントから必ず抜く
ことを示しています。

電源コードのたこ足配線はしないでく
ださい。発熱し、火災の原因となりま
す。

電源プラグを取り扱う際は、次の点を
守ってください。取り扱いを誤ると、
火災の原因となります。
⿠⿠電源プラグはホコリなどの異物が付
着したまま差し込まない。
⿠⿠電源プラグは刃の根元まで確実に差
し込む。
⿠⿠電源プラグを長期間コンセントに差
したままにしない。
⿠⿠コンセントから抜くときは、電源
コードを引っ張らず、電源プラグを
持つ。

電源プラグは、定期的にコンセントか
ら抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清
掃してください。

本機には、必ず同梱された電源コード
/AC アダプターを使用してください。
また、本機の電源コード /AC アダプ
ターは、他の製品に使用しないでくだ
さい。感電・火傷・火災の原因となり
ます。

破損した電源コード、ケーブルを使用
しないでください。感電・火災の原因
となります。電源コードやケーブルを
取り扱う際は、次の点を守ってくださ
い。
⿠⿠電源コードやケーブルを加工しな
い。
⿠⿠無理に曲げたり、ねじったり、引っ
張ったりしない。
⿠⿠電源コードやケーブルの上に重い物
を載せない。
⿠⿠発熱器具の近くに配線しない。
⿠⿠電源コードやケーブルを束ねた状態
で使用しない。

電源コードやケーブルが破損したら、
修理受付窓口までご連絡ください。

通風孔など開口部から、本機内部に金
属類や燃えやすいものなどを差し込ん
だり、落としたりしないでください。
感電・火災の原因となります。

本機は、次のような異常状態のまま使
用しないでください。感電・火災のお
それがあります。
⿠⿠異臭や異音がしたり、発煙したりし
ている。
⿠⿠触れないほど熱い。
⿠⿠割れや変形があるなど、破損してい
る。

万一、異常状態になった場合は、すぐ
に電源を切り、電源プラグをコンセン
トから抜いて修理受付窓口までご連絡
ください。お客様による修理は危険で
すから絶対にしないでください。

水のかかる場所で使用したり、本機の
上に水などの入った容器を置いたりし
ないでください。水などの液体や異物
が本機内部に入った場合は、そのまま
使用しないでください。感電・火災の
原因となります。万一、本機内部に水
などの液体が入った場合は、すぐに電
源を切り、電源プラグをコンセントか
ら抜いて修理受付窓口までご連絡くだ
さい。

本機の分解・改造をしないでください。
けが・感電・火災の原因となります。

アルコール、シンナー、ガソリンなど
揮発性可燃物質または可燃性ガスのあ
る場所では使用しないでください。ま
た、本機の内部や周囲で可燃性ガス含
有のスプレーを使用しないでくださ
い。火災の原因となります。

マニュアルで指示されている以外の方
法で充電しないでください。発熱や発
火、液漏れによる被害の原因となりま
す。

本体を火中に入れたり、火気に近づけ
たり、加熱したり、高温状態で放置し
たりしないでください。破裂などで火
傷の原因となります。

付属の AC アダプターを、分解・改
造しないでください。感電や火傷の被
害の原因となります。分解・改造した
ACアダプター（当社での修理対応は
除く）での本機の使用は、安全性や製
品に関する保証ができません。

航空機や病院など、電波の使用を禁止
された区域に本機を持ち込むときは、
本機の電源を切るか、無線機能（ 無線
LAN・Bluetooth など）の電波を停
止してください。電波が電子機器や医
療用電気機器に影響を及ぼす場合があ
ります。また、本機に自動的に電源が
入る設定をしている場合は、設定を解
除してから、本機の電源を切ってくだ
さい。

医 療 機 関 の 屋 内 で 無 線 機 能（ 無 線
LAN・Bluetooth など）を使用する
ときは、次のことを守ってください。
⿠⿠手術室・集中治療室（ICU）・冠状
動脈疾患監視室（CCU）には、本
機を持ち込まない。
⿠⿠病棟内では、本機の電源を切るか電
波を停止する。
⿠⿠病棟以外の場所でも、付近に医療用電
気機器がある場合は、本機の電源を切
るか電波を停止する。
⿠⿠医療機関が個々に使用禁止、持ち込
み禁止などの場所を定めている場合
は、その医療機関の指示に従う。
⿠⿠本機に自動的に電源が入る設定をし
ている場合は、設定を解除してから、
本機の電源を切る。

警 告



植込み型心臓ペースメーカーおよび植
込み型除細動器を装着している場合、
無線機能（無線 LAN・Bluetooth な
ど）を使用するときは、装着部と本機
の間を 22cm 以上離してください。
電波が、植込み型心臓ペースメーカー
および植込み型除細動器の作動に影響
を及ぼす場合があります。満員電車な
ど、付近に心臓ペースメーカーを装着
している人がいる可能性がある場所で
は、本機の電源を切るか電波を停止し
てください。

無線機能（無線 LAN・Bluetooth な
ど）は、自動ドア、火災報知器などの
自動制御機器の近くで使用しないでく
ださい。電波が影響を及ぼし、誤動作
による事故の原因となるおそれがあり
ます。

小さなお子様の手の届く所に設置、保
管しないでください。落ちたり、倒れ
たりして、けがをする危険があります。

不安定な場所（ぐらついた台の上や傾
いた所など）に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがをする
危険があります。

湿気やホコリの多い場所に置かないで
ください。感電・火災の原因となりま
す。

起動状態で本機の通風孔をふさがない
でください。通風孔をふさぐと内部に
熱がこもり、火傷や火災の原因となり
ます。起動状態では、次の点を守って
ください。
⿠⿠キャリングケースやバッグなどに入
れない。
⿠⿠じゅうたんや布団の上などに設置し
ない。
⿠⿠毛布やテーブルクロスのような布を
かけない。

交流 100V 以外の電源は、使用しな
いでください。交流 100V 以外の電
源を使うと、感電・火災の原因となり
ます。

各種コード（ケーブル）は、マニュア
ルで指示されている以外の配線をしな
いでください。配線を誤ると、火災の
原因となります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししな
いでください。感電の原因となります。

雷が鳴りだしたら、電源プラグを触ら
ないでください。感電の原因となりま
す。

パームレストやキーボードに長時間手
を置かないでください。パームレスト
やキーボードが熱を持つことがあり、
低温火傷のおそれがあります。

ひざの上で長時間使用しないでくださ
い。本機底面が熱を持つため、低温火
傷の原因となります。

オプティカルマウスの場合、マウス底
面にある光学式センサーの光を直接見
つめないでください。また、レーザー
マウスの場合は、マウス底面から目に
見えないレーザーが出ています。マウ
ス底面は見つめないでください。視覚
障害の原因となります。

ヘッドホンやスピーカーは、ボリュー
ムを最小にしてから接続し、接続後に
音量を調節してください。ボリューム
の調節が大きくなっていると、思わぬ
大音量が聴覚障害の原因となります。

長時間または不自然な姿勢でのコン
ピューター操作は避けてください。肩
こり、腰痛、目の疲れ、腱鞘炎などの
原因となります。

本機を移動する場合は、電源を切り、
本機からすべての配線を取り外してく
ださい。コード（ケーブル）などが破
損し、火災・感電の原因となります。
また、コード（ケーブル）などが引っ
かかり、けがの原因となります。

連休や旅行などで本機を長期間使用し
ないときは、安全のため、電源プラグ
をコンセントから抜いてください。火
災の原因となることがあります。

AC アダプターに強い衝撃や振動を与
えたり、乱暴に扱ったりしないでくだ
さい。また、破損した AC アダプター
を使用しないでください。感電 ･ 火
傷の原因となったり、発熱・発火・破
裂のおそれがあります。万一、本機の
落下などで強い振動や衝撃が加わり、
AC アダプターが破損したり、変形し
たりした場合は、本機の電源を切り、
電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。

AC アダプターを毛布や布団で覆わな
いでください。火傷・火災のおそれが
あります。

AC アダプターにケーブルや電源コー
ドを巻き付けないでください。AC ア
ダプターが高温になり、火傷のおそれ
があります。

AC アダプターの温度の高い部分に、
長時間直接触れないでください。低温
火傷の原因となります。

液晶ディスプレイが破損して、内部の
液体が漏れた場合は、液体をなめたり、
触ったりしないでください。火傷や化
学物質による被害の原因となります。
万一、液体が皮膚に付着したり、目
に入ったりした場合は流水で十分に洗
い、医師に相談してください。
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警 告 注 意


